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要
の
減
少
と
林
業
・
木
材
産
業
に
と

り
ま
し
て
は
大
変
厳
し
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

反
面
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
輸
入
木
材
依
存
も
見
直
し
さ
れ
、

久
々
に
木
材
自
給
率
が
40
％
を
超
え
、

供
給
へ
の
期
待
の
高
ま
り
も
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
人
工
林
資
源
が
成

熟
期
を
迎
え
、
温
暖
化
防
止
、
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
利

用
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な
ど
、
社

会
か
ら
の
様
々
な
期
待
に
応
え
る
た

め
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
が
益
々
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
木
連
で
は
、「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス

ト
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
他
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
関
係
団
体
と
と
も
に
、
持

続
性
の
確
保
さ
れ
た
国
産
材
の
原
木

及
び
製
品
の
生
産
、
流
通
及
び
利
用

を
促
進
し
、
木
材
利
用
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化

推
進
法
」
の
も
と
、
都
市
部
に
お
い

て
も
木
造
に
よ
る
中
高
層
ビ
ル
、
非

住
宅
、
商
用
・
事
業
用
施
設
等
の
建

設
が
全
国
各
地
で
着
実
に
進
ん
で
お

り
、
新
し
い
市
場
が
拡
大
し
つ
つ
あ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
様
方
に

は
本
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
我
が
国
の
社
会
経

済
が
コ
ロ
ナ
禍
の
3
年
間
を
乗
り
越

え
、
平
時
へ
の
移
行
が
進
み
つ
つ
あ

る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
を
契
機
に
し
た
世
界
イ

ン
フ
レ
と
金
利
上
昇
に
、
追
い
打
ち

を
か
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻

な
ど
に
よ
り
、
過
度
な
円
安
を
引
き

起
こ
し
、
消
費
者
物
価
が
上
昇
し
ま

し
た
。
脱
デ
フ
レ
の
期
待
が
大
き
く

な
る
一
方
、
住
宅
建
設
や
木
材
産
業

に
は
、
世
界
的
な
需
要
減
退
に
よ
る

現
地
価
格
の
低
下
、
国
内
で
は
輸
入

木
材
の
値
下
が
り
に
よ
る
在
庫
損
の

発
生
、
住
宅
着
工
の
減
少
に
木
材
需

る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、
人
口
減

や
建
築
コ
ス
ト
の
上
昇
、
大
工
不
足
、

電
気
や
燃
油
の
高
騰
な
ど
木
材
業
界

の
厳
し
い
経
営
環
境
も
継
続
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、

国
産
材
に
求
め
ら
れ
る
品
質
や
生
産

技
術
の
向
上
、
需
要
に
応
じ
た
供
給

が
可
能
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
な
ど
の
取
組
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

更
に
、昨
年
「
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」

が
改
正
・
強
化
さ
れ
、
合
法
性
が
確

認
さ
れ
た
木
材
を
生
産
・
流
通
・
消

費
す
る
た
め
の
取
組
も
益
々
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
甲
辰
（
き

の
え
・
た
つ
）で
す
。「
甲
」に
は
、「
生

命
や
物
事
の
始
ま
り
」、「
辰
」に
は「
草

木
が
伸
長
し
、
形
が
整
い
活
気
に
あ

ふ
れ
る
様
子
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

こ
れ
か
ら
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
大
き

く
成
長
し
、
形
が
整
う
年
に
な
る
と

言
え
ま
す
。

全
木
連
と
し
て
は
、「
ウ
ッ
ド
フ
ァ

ー
ス
ト
社
会
」
＝
木
造
や
木
質
化
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
、
林
業
・
木
材

産
業
界
が
登
り
龍
の
如
く
隆
盛
し
ま

す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

菅 

　
野 

　
康 

　
則

第
五
十
八
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
（
鹿
児
島
大
会
）

　
　
期
日
：�

令
和
6
年
10
月
31
日
（
木
）

　
　
場
所
：
鹿
児
島
市
民
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島
市
）

☆ 

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

令令和和５５年年度度 木木材材利利用用優優良良施施設設等等ココンンククーールル（（内内閣閣総総理理大大臣臣賞賞））

岡岡山山大大学学共共育育共共創創ココモモンンズズ((OOUUXX：：オオーーククスス))（（岡岡山山県県岡岡山山市市））

＜＜施施設設概概要要＞＞

「「地地域域のの産産業業活活性性化化」」にに向向けけてて、、岡岡山山県県がが国国内内最最大大のの生生産産能能力力をを有有すするるCCLLTTをを活活用用しし、、国国内内最最大大級級
ととななるるススパパンン1188mmのの大大空空間間やや11、、22階階でで自自由由ななパパネネルル配配置置をを実実現現すするるななどど、、木木技技術術のの高高いい木木材材業業者者のの協協
働働にによよりり創創りり上上げげらられれたた当当施施設設はは、、CCLLTTのの空空間間構構造造のの可可能能性性をを拡拡張張ししてていいまますす。。

可可能能なな限限りり構構造造部部材材をを現現ししととしし、、教教材材ととししてて建建物物のの仕仕組組みみがが見見ええるるよようう計計画画さされれてておおりり、、ままたた、、施施工工期期
間間中中かからら現現場場見見学学会会ややママススココミミへへのの現現場場公公開開をを行行ううととととももにに、、竣竣工工後後はは学学会会誌誌へへのの発発表表等等のの情情報報発発信信
にによよりり木木質質建建築築及及びびCCLLTT建建築築のの普普及及にに大大いいにに貢貢献献ししてていいまますす。。

建建物物外外観観 建建物物内内観観（（教教室室））
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木
材
が
こ
の
よ
う
な
社
会
の
要
請

に
応
え
ら
れ
る
再
生
可
能
な
資
源
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
今
、
合
法
性

や
持
続
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る
森
林

か
ら
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
木
材
を
供
給
、
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
木
材
産
業
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。林

野
庁
や
国
土
交
通
省
を
は
じ
め

国
に
お
か
れ
て
も
、
都
市
部
で
の
木

材
利
用
、
と
り
わ
け
国
産
材
の
活
用

に
関
す
る
予
算
措
置
や
施
策
の
拡
充

等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

我
が
国
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
持
続
的
な
資
源
の
循
環
利
用
、

木
材
利
用
の
推
進
を
着
実
に
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
業
界
自
ら

が
、
木
材
が
選
ば
れ
る
よ
う
品
質
・

性
能
の
確
か
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
の
供

給
、
木
材
利
用
の
推
進
の
働
き
か
け

な
ど
の
取
組
を
更
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
木
協
連
で
は
、
木
材
利
用
促
進

の
た
め
の
利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に
対

す
る
支
援
、
共
同
事
業
、
共
済
事
業
、

外
構
部
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
な

ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
通
じ
て
木
材
事
業
者
の
体
質

を
強
化
し
、
供
給
体
制
の
整
備
な
ど

に
全
木
連
と
も
力
を
合
わ
せ
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
木
材
産
業
界
並

び
に
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲

げ
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野

で
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
、
木
材
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

最
近
で
は
、
民
間
の
木
造
中
高
層

ビ
ル
を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
、
都

市
部
に
お
い
て
も
森
林
や
木
材
に
対

す
る
理
解
や
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
考
え
ま
す
。
木
材
利
用
の
取

組
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
強
い

追
い
風
が
吹
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
追
い
風
を
捉
え
国
内
の
森
林
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
木
材
の
持
続
的

な
利
用
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
今
後
と
も
業
界
自
ら
が
率
先

し
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関

心
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
が
拡
大
す
る
中
で
、

企
業
の
社
会
的
責
任
に
対
す
る
世
界

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
費

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
広
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
地
球
環
境
保
全
に
対
す
る

貢
献
、
人
権
へ
の
配
慮
、
製
造
過
程

に
お
け
る
法
令
遵
守
な
ど
が
投
資
先

の
判
断
や
商
品
の
選
択
で
重
視
さ
れ

る
要
素
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
本
会
の
業
務
運
営
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
平

時
へ
の
移
行
が
進
む
一
方
で
、
物
価

の
高
騰
や
円
安
な
ど
の
影
響
が
前
年

に
引
き
続
き
国
民
生
活
に
大
き
く
現

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
6
月
末
か
ら
７
月
に
か
け

て
記
録
的
な
大
雨
と
な
る
と
と
も
に
、

7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
は
、
北
日

本
を
は
じ
め
多
く
の
地
域
で
統
計
開

始
以
降
最
も
高
い
気
温
が
観
測
さ
れ
、

世
界
的
に
も
年
間
を
通
じ
た
平
均
気

温
が
過
去
最
高
を
更
新
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
増
加
に

加
え
、
農
作
物
、
自
然
環
境
や
産
業
・

生
活
環
境
全
般
に
対
す
る
地
球
温
暖

化
の
影
響
が
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
年

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

松
　 

原
　 

正
　 

和

第
15
回
新
た
な
「
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

日
時
：�

令
和
6
年
1
月
29
日
（
水
）
13
：
30
～
16
：
00

場
所
：�

木
材
会
館
　
7
階
ホ
ー
ル
（
江
東
区
新
木
場
）

主
催
：�（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　�

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：�

一
五
〇
名

　
　
　�（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設
計
、
木
材
関
係
者
等
）

皆様に安心を提供する
全木連グループの各種保険制度

～～ケケガガ・・病病気気のの入入院院ななどどのの備備ええにに ～～

従業員のために中型グループ

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任 意 補 償 制 度

木 退 協

第三者への事故対策に !

労働災害への対策に !

従業員の退職金の準備に!

連絡先：全国木協同組合連合会 〒100-0014  東京都千代田区永田町2-4-3    ℡℡ ㈹ 03-3580-3215
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労
働
力
の
確
保
等
を
集
中
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
必
要
な
予
算
を
令

和
５
年
度
補
正
予
算
で
新
た
に
措
置

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
花
粉
症
対
策

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
林
業
界
に
お
け
る
人
手
不

足
が
課
題
と
な
る
中
、
作
業
現
場
に

お
け
る
労
働
安
全
の
確
保
に
配
慮
し

つ
つ
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
を
進
め

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
林
業
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
1
年
間
就

業
可
能
な
技
能
実
習
１
号
の
み
が
適

用
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
複
数

年
の
就
業
が
可
能
な
技
能
実
習
２

号
・
３
号
、
特
定
技
能
１
号
の
適
用

対
象
に
本
年
中
に
追
加
さ
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
業
界
団
体
の
皆
様
と
も
連

携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
、
人
口
の
減

少
・
高
齢
化
が
加
速
化
す
る
局
面
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
木
材
需
要
の

大
半
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野
で
の

国
産
材
の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
非

住
宅
分
野
の
公
共
建
築
物
・
中
高
層

建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
、

国
産
材
需
要
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
地
球
規
模
で
の
温

暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
を
進
め
る
取
組
が

活
発
化
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
が
進
む
と

と
も
に
、
昨
年
10
月
に
は
東
京
証
券

取
引
所
に
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
に

つ
い
て
も
、
森
林
管
理
に
よ
る
温
室

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
川
中
と

の
連
携
を
通
し
て
国
産
材
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
も
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
「
改

正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
に
つ
い
て

は
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び

利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
木
材
関

連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
消
費

者
の
皆
様
の
御
理
解
も
頂
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
へ
の
周
知

等
を
行
い
、
違
法
伐
採
対
策
の
取
組

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、
ま
た
、

我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
、

林
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保
全
、
水

資
源
の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
末

永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
、
関

係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
認
定
す
る
取
組
が
進
ん
で
お

り
、
令
和
５
年
の
森
林
由
来
の
Ｊ
―

ク

レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
量
は
昨
年
過
去
最

高
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
森
林
分
野
で
の
活
用
拡
大
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
森
林
環
境
税
の
課

税
が
開
始
さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
額
が
約
６
０
０
億
円
に
増
額

と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
さ
ら
に
、

令
和
６
年
度
税
制
改
正
で
は
、
森
林

整
備
を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
が
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
皆
様
に
御
負
担
い
た
だ
く
こ

の
貴
重
な
税
を
効
果
的
に
活
用
し
、

そ
の
取
組
の
成
果
を
積
極
的
に
示
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

林
野
庁
と
し
て
も
活
用
促
進
に
向
け

た
市
町
村
に
対
す
る
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
や
広
報
の
取
組
強
化
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
山
地
災
害

の
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
森
林
の
公
益
性

に
対
す
る
国
民
の
期
待
が
高
ま
る
中

で
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
公
益
を
重
視
し
た
管
理

経
営
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
事
業
者
が
一
定
期
間
の
う

ち
に
安
定
的
に
樹
木
を
採
取
で
き
る

「
樹
木
採
取
権
制
度
」
が
全
国
８
か
所

で
動
き
出
し
て
お
り
、
地
域
に
お
け

る
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
と
地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網

の
整
備
、
搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造

林
の
低
コ
ス
ト
化
、
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の

整
備
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ

Ｌ
Ｔ
等
の
建
築
物
へ
の
利
用
促
進
等

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
豪

雨
等
に
よ
る
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚

化
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
森
林
整
備
や
治
山

事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
花
粉
症
に
つ
い
て
関
係
閣
僚
会
議

が
開
か
れ
、「
花
粉
症
対
策
初
期
集
中

対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
花
粉
症
の
原
因
で
、
有
病
率

が
最
も
高
い
ス
ギ
花
粉
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
発
生
源
で
あ
る
ス
ギ
人
工

林
の
面
積
を
10
年
後
に
約
２
割
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
伐
採
・

植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要

の
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生

産
拡
大
、
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
６
月
、
７
月
の
大
雨
を
始

め
と
す
る
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し

た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復

興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆

様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

戦
後
我
が
国
に
お
い
て
造
成
し
て

き
た
人
工
林
の
多
く
が
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
２
０

年
頭
所
感

　
　
　
林
野
庁
長
官
　 

青 

　
山 

　
豊 

　
久
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令和５年　重大ニュース

財務省へ木造住宅の新築促進等の要望　 8 /18

木造化推進議員連盟へ予算等の要望　 3 /29木造化推進議員連盟へ JAS 規格見直し検討状況の説明　 5 /17

宮下農林水産大臣表敬　10/17

全木連等総会　 5 /25

３
月

10
月

5
月

8
月

記念講演（落語家 林家つる子）　10/19
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国会議員への予算等の陳情　11/22

11
月

全木連、全木協連臨時総会　11/21

第57回全国木材産業振興大会（G メッセ群馬）　10/19

令和 5 年度木材利用優良施設等コンクール（内閣総理大臣賞）　10/30厚生労働省から技能実習評価試験機関として認定　10/31
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（（ごご購購入入ににつついいてて））  
全全木木連連ホホーームムペペーージジかからら購購入入申申込込書書ダダウウンンロローードドしし、、必必要要事事項項をを記記入入のの上上、、全全国国木木材材組組合合連連合合会会  技技能能実実習習評評
価価試試験験事事務務局局ににメメーールル((ggiinnoouu@@zzeennmmookkuu..jjpp))、、ももししくくはは FFAAXX（（0033--33558800--33222266））ににてて注注文文ししててくくだだささいい。。  

製製材材作作業業のの入入門門書書、、外外国国人人技技能能実実習習のの参参考考書書    
好好評評発発売売中中！！  

「全木連の事務所移転」のお知らせ
　全木連は、永田町ビル ( 東京都千代田区 ) の建て替えに伴い、来年 6月10日目途に事務所を「全国
町村議員会館」（東京都千代田区）に移転します。移転先の概要及び位置については以下の通りです。
また、移転先の詳細内容（電話・FAX番号等）については決まりましたらお知らせします。
　会員の皆様、関係団体等の皆様にはご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。
　なお、移転に伴い、次の団体も同じ場所に移転します。

＜移転する団体名＞
全国木材協同組合連合会、（一社）木材産業退職金共済会、全国木材産業政治連盟、木材利用推進中
央協議会、（一社）木材表示推進協議会、（一社）全国木造住宅機械プレカット協会、日本ツーバイ
フォーランバーＪＡＳ協議会、森林を活かす都市の木造化推進協議会

◆◆移移転転先先
全国町村議員会館（6階）
〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地

◆◆アアククセセスス
地地下下鉄鉄
・地下鉄半蔵門線半蔵門駅
4番出口徒歩1分（直結）
3・5番出口徒歩２分

・地下鉄有楽町線麹町駅
3番出口より徒歩6分

タタククシシーー
・東京駅より約20分

（アアククセセススママッッププ）
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例えば、

・従業員確保のための運転資金が必要

・老朽化した加工設備を入れ替えたい

ぜひ林業信用保証をご検討ください！
                                               ※ご利用には審査があります

詳しくはこちらへ
独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部 ℡03-3434-7825
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

景　況　調　査
令和 5 年11月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１４０　回答９１　回収率６５％　　
当月の状況

販 売 量 増　加１９％（１７） 変わらず５４％（４９） 減　少２７％（２４）
仕 入 量 増　加２０％（１８） 変わらず５４％（４９） 減　少２６％（２３）
販売価格 上　昇１６％（１４） 変わらず８２％（７４） 下　降　２％（　２）
仕入価格 上　昇２６％（２３） 変わらず６８％（６１） 下　降　７％（　６）

来月の見通し
販 売 量 増　加１７％（１５） 変わらず６１％（６５） 減　少２２％（２０）
仕 入 量 増　加１８％（１６） 変わらず６２％（５６） 減　少２０％（１８）
販売価格 強含み１２％（１１） 保ち合い８６％（７７） 弱含み　２％（　２）
仕入価格 強含み１８％（１６） 保ち合い８０％（７２） 弱含み　２％（　２）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 ３８％（２５） ５３％（３５） 　９％（　６）
南 洋 材 １１％（　６） ８０％（４３） 　９％（　５）

北洋材（欧州材を含む） １９％（１１） ６８％（３９） １２％（　７）
国 産 材 １６％（１３） ７５％（６０） 　９％（　７）
建　　材 １６％（１０） ７６％（４８） 　８％（　５）

プレカットの動向

発注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
４４％（２７） ５２％（３２） 　５％（　３）

〔製造部門〕 モニター数１３５　回答９１　回収率６７％　　
当月の状況

販 売 量 増　加２２％（２０） 変わらず５８％（５２） 減　少２０％（１８）
仕 入 量 増　加１９％（１７） 変わらず６２％（５６） 減　少１９％（１７）
販売価格 上　昇１４％（１３） 変わらず８０％（７２） 下　降　６％（　５）
仕入価格 上　昇２４％（２２） 変わらず７３％（６６） 下　降　２％（　２）

来月の見通し
販 売 量 増　加１４％（１３） 変わらず６４％（５８） 減　少２１％（１９）
仕 入 量 増　加１３％（１２） 変わらず６２％（５６） 減　少２４％（２２）
販売価格 強含み　８％（　７） 保ち合い８８％（７９） 弱含み　４％（　４）
仕入価格 強含み１４％（１３） 保ち合い８４％（７６） 弱含み　１％（　１）

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 ４６％（１６） ３７％（１３） １７％（　６）
南 洋 材 　９％（　２） ７３％（１６） １８％（　４）

北洋材（欧州材を含む） １９％（　５） ７０％（１９） １１％（　３）
国 産 材 １９％（１６） ５８％（４９） ２４％（２０）

プレカットの動向

受注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３８％（１４） ５６％（２２） 　８％（　３）


